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I. 基本情報 

事  業  名 ： （日本語）長寿科学研究開発事業 
（英 語）Research and Development Grants for Longevity Science 

 
研究開発課題名： （日本語）データに基づき地域づくりによる介護予防対策を推進するための研究 
（英 語）Study for the development of evidence-based community-based long-term care prevention 
  
研究開発担当者  （日本語）近藤 尚己・大学院医学系研究科・准教授 
所属 役職 氏名： （英 語）Naoki Kondo, Graduate School of Medicine, Associate Professor 
  
実 施 期 間： 平成２６年５月３０日 ～ 平成２９年３月３１日 
 
分担研究①     （日本語）地域づくり型の介護予防施策と健康格差対策のための地域診断システム

の開発 
開発課題名：  （英 語）Developing the community diagnosis system for community long-term 

care prevention and actions for tackling health disparity 
     
研究開発分担者   （日本語） 千葉大学 予防医学センター 教授 近藤 克則 
所属 役職 氏名： （英 語）Katsunori Kondo, Center for Preventive Medical Sciences, 

, Chiba University. Professor 
 
分担研究②     （日本語）地域診断データ活用による地域づくり型介護予防施策の事例研究：寒冷

地の事例（北海道大雪広域連合等） 
開発課題名：  （英 語）Study for the development of evidence-based community-based 

long-term care prevention: A case study at a cold area (Hokkaido) 
     
研究開発分担者   （日本語） 北海道大学大学院医学系研究科 助教 鵜川 重和 
所属 役職 氏名：（英語）Shigekazu Ukawa, Graduate school of Medicine, Hokkaido University, 

Assistant Professor 
 
分担研究③     （日本語）地域診断データ活用による被災地における住環境を考慮した地域づくり

型介護予防施策の事例研究 
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開発課題名：  （英 語）Study for the development of evidence-based community-based 
long-term care prevention: A case study at a disaster-affected area (Iwanuma City, 
Miyagi) 

     
研究開発分担者   （日本語） 東北大学大学院歯学研究科国際歯科保健学分野 准教授 相田 潤 
所属 役職 氏名： （英 語） Jun Aida, Department of International Health, Graduate School of 
Dentistry, Tohoku University、Associate Professor 
 
分担研究④    （日本語）地域診断データ活用による地域づくり型介護予防施策の事例研究：多目

的交流施設の活用（愛知県東海市等） 
開発課題名：  （英 語）Study for the development of evidence-based community-based 

long-term care prevention: A case study of utilizing multi-purpose community 
facilities (Tokai city, Aichi) 

     
研究開発分担者   （日本語） 浜松医科大学 医学部健康社会医学講座 教授 尾島 俊之 
所属 役職 氏名： （英 語） Toshiyuki Ojima, Hamamatsu University School of Medicine, Professor 
 
 
分担研究⑤    （日本語）地域診断データ活用による地域づくり型介護予防施策の事例研究：多機

関連携の共同研究会（愛知県豊橋市） 
開発課題名：  （英 語）Study for the development of evidence-based community-based 

long-term care prevention: A case study of multisectoral collaborative meetings 
（Toyohashi city, Aichi） 

     
研究開発分担者   （日本語） 日本福祉大学 社会福祉学部 准教授 斉藤 雅茂 
所属 役職 氏名： （英 語） Masashige Saito, Nihon Fukushi University, Department of Social 

Welfare, Associate Professor 
 
分担研究⑥    （日本語）地域診断データ活用による地域づくり型介護予防施策の事例研究：レセ

プトデータ等の高度利用の課題整理（千葉県柏市）・地域づくりに活用でき

るエビデンスづくり  
開発課題名：  （英 語）Study for the development of evidence-based community-based 

long-term care prevention: A case study of utilizing healthcare service receipts 
data (Kashiwa city, Chiba) 

     
研究開発分担者   （日本語） 千葉大学大学院医学系研究科 教授 羽田 明 
所属 役職 氏名： （英 語） Akira Hata, Chiba University Graduate School of Medicine School of 

Medicine, Professor 
 
分担研究⑦    （日本語）地域診断データ活用による地域づくり型介護予防施策の事例研究：都市
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部の大規模団地等（愛知県名古屋市）  
開発課題名：  （英 語）Study for the development of evidence-based community-based 

long-term care prevention: A case study at large housing complex (Nagoya city, 
Aichi) 

     
研究開発分担者   （日本語） 国立長寿医療研究センター･老年社会科学研究部 室長 斎藤 民 
所属 役職 氏名： （英 語） Tami Saito, Center for Gerontology and Social Science, Director 
 
分担研究⑧    （日本語） 地域診断データ活用による地域づくり型介護予防施策の事例研究（長崎

県松浦市）  
開発課題名：  （英 語）Study for the development of evidence-based community-based 

long-term care prevention: A case study at a remote area (Matsuura city, 
Nagasaki) 

     
研究開発分担者   （日本語） 長崎県立大学 看護栄養学部看護学科 講師 山谷麻由美 
所属 役職 氏名： （英 語） Mayumi Yamaya, University of Nagasaki, Faculty of Nursing and 

Nutrition, Lecturer 
 
分担研究⑨   （日本語） 地域診断データ活用による地域づくり型介護予防施策の事例研究：地縁的

組織の活用（沖縄県南城市・今帰仁村等）  
開発課題名：  （英 語）Study for the development of evidence-based community-based 

long-term care prevention: A case study of collaborating with local community 
organizations (Nakijin village, Nanjo city, Okinawa) 

 
     
研究開発分担者   （日本語）琉球大学 法文学部人間科学科 准教授 白井 こころ 
所属 役職 氏名： （英 語）Kokoro Shirai, University of the Ryukyus, Faculty of Law and Letters, 

Associate Professor  
 
分担研究⑩   （日本語） 地域診断データ活用による地域づくり型介護予防施策の事例研究：（新潟

市）  
開発課題名：  （英 語）Study for the development of evidence-based community-based 

long-term care prevention: A case study at Niigata city 
     
研究開発分担者   （日本語）新潟大学大学院医歯学総合研究科国際保健学分野 准教授 菖蒲側 由郷 
所属 役職 氏名： （英 語）Yugo Shobugawa, Niigata University, Graduate School of Medical and 

Dental Science, Associate Professor  
 
分担研究⑪   （日本語）介護予防の重点対象地域選定ツールの開発：都市部（神戸市）と中山間地

御船町）での事例研究  
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開発課題名：  （英 語）Study for the development of evidence-based community-based 
long-term care prevention: Case studies at an urban city and a mountaineering 
area 

     
研究開発分担者   （日本語）東京大学大学院医学系研究科 講師 高木 大資 
所属 役職 氏名： （英 語）Daisuke Takagi, Graduate School of Medicine, Lecturer 
 
分担研究⑫   （日本語）地域診断データ活用による地域づくり型介護予防施策の事例研究：集いの

場事業先進事例 ：武豊町の事例研究 
開発課題名：  （英 語）Study for the development of evidence-based community-based 

long-term care prevention: A case study of the success case of community social 
gathering activities 

     
研究開発分担者   （日本語）星城大学 リハビリテーション学部 教授 竹田 徳則 
所属 役職 氏名： （英 語）Tokunori Takeda, Seijoh University, The Faculty of Rehabilitation and 

Care, Professor 
 
分担研究⑬    （日本語）地理情報システムの高度活用によるわかりやすい地域診断データの「見

える化」手法に関する研究 
開発課題名：  （英 語）Development of geographical visualization techniques of the results of 

community diagnosis  
     
研究開発分担者   （日本語）千葉大学予防医学センター 准教授 花里 真道 
所属 役職 氏名： （英 語）Masamichi Hanazato, Center for Preventive Medical Sciences, 

 Chiba University, Associate Professor  
 

分担研究⑭    （日本語）自治体の保険事業計画における連携推進の具体性を評価するツールの開

発 
開発課題名：  （英 語） Development of the tools evaluating community multisectoral 

collaborations on community long-term care plans 
     
研究開発分担者   （日本語）産業医科大学医学部公衆衛生額教室 准教授 藤野 善久 
所属 役職 氏名： （英 語）Yoshihisa Fujino, the University of Occupational and Environmental 

Health, School of Medicine, Associate Professor  
 
分担研究⑮    （日本語）多職種･官民連携のためのヘルス･コミュニケーションのあり方に関する

研究 
開発課題名：  （英  語） Study on health communication for community multisectoral 

collaborations 
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研究開発分担者   （日本語）熊本大学 政策創造研究教育センター 准教授 河村 洋子 
所属 役職 氏名： （英 語）Yoko Kawamura, Kumamoto University , Center for Policy Studies, 

Associate Professor  
 

 

II. 成果の概要（総括研究報告） 
（背景）厚生労働省「介護・医療関連情報の見える化の推進」事業やデータヘルス計画など、介護や保

険のデータを活用して戦略的にして介護予防対策や健康格差対策に生かそうとする動きがある。しかし、

そうした情報を実際の対策に活かすための現場ノウハウは少なく、特に地域づくり型事業に不可欠な多

部門連携の場での活用経験は乏しい。詳細に見える化されたデータも、結果をフィードバックするだけ

では活用されづらく、その受け皿として多部門連携の枠組みやそこでの運用ガイドラインが必要である。 
（目的）そこで本研究の目的は、申請者らが 10 万人規模の縦断疫学研究である日本老年学的評価研究

（JAGES）の分析結果をベースとして世界保健機関（WHO）とともに開発した地域診断ツール：

JAGES-Health Equity Assessment and Response Tool (JAGES-HEART)を活用して地域づくり型の介

護予防と健康格差対策を進めるためのエビデンスを創出することとした。また、そういった活動のマネ

ジメントに役立つ各種ツールを開発し、地域診断から計画立案・実施・評価までのプロセスをパッケー

ジ化した「てびき」を開発することとした。 
（方法）JAGES プロジェクトへの参加 32 市町村と連携して進めた。全参加市町村中約半数の市町村を

選定して、研究者とのタイアップによりデータの利活用と多部門連携をすすめた。その効果を、2013 年

度に実施した住民調査および市町村の本研究プロジェクト担当職員を対象とした調査をベースラインと

して、2016 年の住民調査および年 1 回の職員調査により検証した。また、活動を通じて得られたノウハ

ウやツールを書籍やオンライン資料としてまとめた。 
（結果）26 年度中に 16 市町村と研究者との連携体制を作り活動を始め、介護予防活動推進の成功事例

を得た。例えば部門をまたいだ連携会議による介入ニーズの共有と事業効率化：熊本県御船町（行政内

の横の連携）、地域診断データを高度活用した市・行政区・地域包括支援センターの連携による戦略的事

業展開：兵庫県神戸市（縦の連携）、住民組織の育成への応用：長崎県松浦市他（官民の連携）などであ

る。また、「健康・介護施策における部署間連携のためのアクションチェックリスト」等を開発した。こ

れらノウハウやツールをまとめ「介護予防活動のための地域診断データの活用と組織連携ガイド：地域

包括ケアの推進に向けて」を出版した（無料ダウンロード：https://www.jages.net/renkei/chiikirenkei/）。
市町村職員を対象とした 2 年間の追跡調査の結果、重点的に地域診断データ活用と組織連携の支援を実

施した市町村職員（重点支援群）では、地域診断データ提供のみの群（対照群）に比べて、保健師の個

人のソーシャル・キャピタル（職務連携の多様性と密度）が統計的に有意に上昇した。38,161 名の住民

の追跡調査データを分析したところ、コントロール群に比べて、重点支援群の自治体の住民は 1.17 倍

（95％信頼区間：1.12-1.22）社会参加が増加し、抑うつリスクの減少が観察された。構築した追跡デー

タを用いた疫学研究により、住民主体のサロン活動により要介護リスクが半減すること、笑いなどポジ

ティブな心理行動が健康と関連すること、独居男性の孤食が大きな要介護・死亡リスクであること、社

会参加の形態（グループ内役割の有無等）や本人の特性（学歴など）により社会参加の健康効果が異な

ること、地域のソーシャル・キャピタルが高いほど災害（東日本大震災）後の健康（メンタルヘルス・

口腔内の状態など）が保たれやすいこと等がわかった。これらは広くメディア等で取り上げられた。加

えて、介護保険の認定データを調査データにリンケージすることで、要介護状態の改善可能性に社会経
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済格差がみられること、要介護状態の変化パターンの違いがベースラインの閉じこもりの有無により異

なることなどが明らかとなった。 
（結論）厚生労働省が進めている「介護・医療関連情報の見える化の推進」事業の展開においては、本

研究において研究者が実施したようなデータツールの利用や組織連携の支援を市町村に提供する枠組み

が効果的と思われた。また、介護保険の各種データベースと個人の社会経済状況等のデータ（JAGES や

生活圏域ニーズ調査等）のリンケージによる疫学や医療経済学の研究のさらなる推進が期待される。 
 
(Background) Japanese government recommends for municipality governments to manage their 
long-term care service plans and community-based interventions, utilizing objective community 
diagnosis data. The government has provided the online data tools for community integrated care. 
However, most municipality public health practitioners are not used to utilize those tools for making 
and evaluating their plans. Moreover, evaluating the regional and socioeconomic distributions of 
health outcomes within and between municipalities are another challenge for local governments. 
Multisectoral collaborations are also a recommended actions but municipality staffs who are capable 
of doing so are not many. Therefore, a guidance for using those data tools and community 
management are necessary. 
(Purpose) Therefore, the purpose of this project was (1) to evaluate the effectiveness of supporting 
municipality staffs on utilizing community diagnosis tools and develop multisectoral collaborations 
and (2) to develop a guideline of utilizing community diagnosis tools for community-based long-term 
care prevention. We also conducted social epidemiologic studies to provide evidence for 
community-based long-term care prevention. 
(Methods) This project was based on the Japan Gerontological Evaluation Study (JAGES), the 
longitudinal study following up 100 thousand older adults in 32 municipalities in Japan. In 2013 we 
conducted the JAGES wave 2 survey and we used the data as baseline of this project. Under the 
collaboration with the World Health Organization Kobe Centre, we developed JAGES-Health Equity 
Assessment and Response Tool (JAGES-HEART). This is the tool evaluating community 
environment and health risks using JAGES data. We provided JAGES-HEART for all 32 
participating municipalities. In 2013, for 16 of them, we started to provide additional support on how 
to utilize the data tools and develop and manage community intervention plans for long-term care 
prevention and necessary cross-sectoral collaborations (including non-health sectors, NGOs, private 
companies, and local citizens’ formal and informal groups). We also conducted annual mail-in survey 
for 180 municipality staffs participating in JAGES, evaluating their individual social capital (i.e., the 
quantity and diversity of their interpersonal partnerships with persons in various sectors and 
organizations). Then we conducted a quasi-experimental study, comparing the intervention groups 
(with additional support) and the control groups (providing the data tool only). We also qualitatively 
investigated the effective ways of utilizing community diagnosis tools and developing cross-sectoral 
collaborations. 
(Results) we started the intervention in 2013 with 16 municipalities and obtained success cases of 
the evidence-based long-term care management and cross-sectoral collaborations. For example, at 
Mufune town, costs for overall governmental interventions reduced after the launch of “community 
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integrated care meeting”, where representatives of multiple divisions monthly gathered and 
discussed about the ageing issues of the town, using JAGES-HEART. In Kobe city, JAGES-HEART 
was used to establish vertical collaborations between city government, ward professionals and 
community integrated care center staffs. In Matsuura city, a highly-aged remote area, public health 
nurses utilized JAGES-HEART at the meetings with local citizens and triggered successful 
“Oyorimasse salon,” a new social gathering activity run by local volunteers. After the two years of 
intervention, compared to control groups, municipality staffs in intervention groups statistically 
significantly increased their individual social capital and policy development skills. Analyzing the 
longitudinal data of 38,161 older adults, compared to the control group, those in intervention groups 
statistically significantly increased the participation in community activities and tendency in 
improving mental health. We also develop the Action Checklist for Promoting Multi-sectoral 
Collaborations toward Long-term Care Prevention (version 1.0). We published the book “A guidebook 
of community diagnosis and multi-sectoral collaboration: toward the development of community 
integrated care and long-term care prevention” (freely downloadable at: 
https://www.jages.net/renkei/chiikirenkei/). Moreover, from our epidemiological studies using JAGES 
data we published multiple papers providing the evidence for long-term care prevention. For 
example, our instrumental variable analysis revealed that the establishment of community “salon” 
may halve the risks for developing functional disability. We also provided longitudinal evidence on 
the increased risks for depression and mortality among living-alone older men who regularly eat 
meals by themselves. In the disaster-affected area of the 2011 Great East Japan Earthquake, our 
data showed that high pre-disaster community social capital was associated with better resilience, 
i.e., post-disaster good physical and mental health.  
(Conclusion) from our 3-year investigations, we conclude that just providing community diagnosis 
tools to local governments are not sufficiently effective in improving the management of long-term 
care and development of equitable health systems. Support schemes at local settings are necessary. 
Our guideline and evidence may be useful to be used by the authorities and service agents who 
provide such supports.  
 
III. 成果の外部への発表 
（１）学会誌・雑誌等における論文一覧 
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1. 高尾総司・藤原武男・近藤尚己．社会疫学第二版（Social Epidemiology, 22nd eds. 翻訳 2017 東

京．大修館書店．刊行予定 

2. 三菱総合研究所（厚生労働省委託）「先進事例に学ぶ地を元気にするガイドブック～団地における介護

予防の取り組みを推進するための手引き～」東京．（編集監修 近藤尚己） 

3. 近藤尚己（編）. 介護予防のための地域診断データの活用と組織連携ガイド：地域包括ケアの推進に

向けて．2017. 東京 
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Sep.17,2016, Teikyo University Itabashi Campus, Japan  
4. (Symposium) Population ageing, poverty, and disaster: How has Japan responded to social 

risks and challenges? The 7th PeSeTo Symposium, 口頭・国内 May 17, 2016. The 
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5. 疫学セミナー「追跡データの分析 A to Z」第 2 部マルチレベルモデルを用いた追跡データ分析
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10. （ポスター）高木大資、近藤尚己、辻大士、近藤克則 介護予防に有効な地域資源は、“隣の隣”

の小学校区まで 国内 第 27 回日本疫学会学術総会 2017 年 1 月 25-27 日 
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Resilience - Lessons from the Great East Japan Earthquake and Tsunami" Ichiro Kawachi, 
Chair.), 2016/6/24, 国外 
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2016/6/22, 国外. 

87. Association between social participation and influenza infection: A cross sectional study in 
Japanese older people・ポスター, Yugo Shobugawa et al, European Congress of Epidemiology 
2015, 2015/6/1, 国外. 

88. GIS による健康格差の見える化, 菖蒲川由郷, 第 704 回新潟医学会（有壬記念館、新潟市）, 
2014/12/13, 国内. 

89. 公衆衛生的視点から見る新潟市高齢者の生活習慣病, 菖蒲川由郷, 40 回新潟脂質研究会（新潟グ

ランドホテル、新潟市）, 2014/12/4, 国内. 
90. GISを用いた健康格差の見える化とその要因についての分析, 菖蒲川由郷, 第 5回新潟人間生活

学会（新潟県立大学、新潟市）, 2014/7/26, 国内. 
91. 高齢者の近所づきあいと”やせ”の関連は農村と都市で異なるか？JAGES 新潟研究より, 菖蒲

川由郷、太田亜里美、鈴木翼、近藤克則、齋藤玲子、近藤尚己, 第 75 回公衆衛生学会（大阪市）, 
2016/10/27, 国内. 

92. How Is the Transmedia Concept Applied to Address Health Among Young Japanese?: 
Roboryman Project  ,Poster, Kawamura, Y, 2016 National Conference on Health 
Communication, Marketing, and Media, Atlanta, GA, USA, 2016/7/8, 国外 

93. Relationship between healthy life expectancy and environmental factors in Japanese local 
communities: Toward implications for policies on healthy livings among Japanese seniors, 
Kawamura, Y, 1st Mixed Methods International Research Association Conference, Boston, 
2015/7/6, 国外. 

94. Relationship between social environmental factors and use of medical services among the 
Japanese elderly, Kawamura Y, APHA Annual Conference, New Orleans, 2014/7/6, 国外. 

 
（３）「国民との科学・技術対話社会」に対する取り組み 
1 「生活困窮者への健康支援について」自由民主党・一億総活躍推進本部プロジェクト会議 自由民主

党本部 2017.4.18 
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2 歯の健康が全身の健康に影響する！？ 最新の研究成果から、相田潤、宮城県・全国健康保険協会宮

城支部・日本年金機構各年金事務所・社会保険委員会連合会 平成 28 年度健康保険委員・年金委員

会合同研修会、2017/2/2、国内 
3 熊本市西区平成２８年度健康まちづくり報告会におけるコーディネーター、河村洋子（熊本市西区公民館

ホール）2017/3/2、国内 
4 健康まちづくり熊本市北区地域住民リーダー研修会におけるコーディネーター、河村洋子（熊本市北区庁

舎会議室）2017/2/7、国内 
5 「地域包括ケアシステムの構築とビジネス」きらりコーポレーション塚本薫氏を囲んで地域包括センター

職員を始めとする地域福祉専門家とディスカッション）におけるファシリテーター、河村洋子、熊本市中

央区（熊本大学まちなか工房）2017/2/6 
6 「力と知恵を出しあう、しなやかで元気な地域づくりの実践のススメ」、河村洋子、地域包括支援センタ

ーネットワーク等強化事業 ワーキングチーム主催研修会「がんばっとる県熊本」（熊本大学工学部

百周年記念館）2017/3/3、国内 
7 御船町主催「御船町の震災対応における保健・医療・介護・福祉の連携を考えるシンポジウム」にお

けるファシリテーター、河村洋子（グリーンヒルみふね）、2017/2/19、国内 
8 御船町ケースワーカー連絡会議研修会として開催した「御船町の介護現場における震災対応を振り返

るワークショップ」におけるファシリテーター、河村洋子（御船町役場）、2017/1/20 
9 「山梨県民はなぜ健康長寿?元気を増やす「つながり」の力」山梨県立文学観」, 近藤尚己, 平成 28

年度健やか山梨 21 推進大会, 2016/12/3, 国内 
10 東京保険医協会南多摩支部 総会記念講演会 「貧困と健康格差～医療者はどう向き合うべきか～」

パルテノン多摩 2017 年 3 月 22 日 

11 一般労働医学研究会 健康フォーラム In 新橋「労働者の高年齢化と向き合う~身近な健康管理の実

践～」交通ビル 2017 年 3 月 4 日 

12 北海道民医連 全医師会議 2016 講演「健康格差とヘルスプロモーション活動ー医療機関でできる

こと」札幌全日空ホテル 2017 年 2 月 25 日 

13 神戸市地域･職域セミナー「気づかず健康になる職場づくり～職場のちょっとした工夫に"効果“があ

った～」こうべ市民福祉交流センター2017.2.24 

14 京都民主医療機関連合会 第 12 回京都民医連学術運動交流集会 記念講演「地域医療の現場で進め

る健康格差対策」京都テルサ 2017 年 2 月 23 日 

15 平成 27 年度 第 2 回 健康づくり推進員研修「足立区の健康づくり推進活動に期待すること」足立

区保健センター 2017 年 1 月 30 日 

16 印旛郡氏保健指導者研究会三部合同研究会 講演「健康無関心層に向けた新しい保健活動」千葉県印

旛合同庁舎 2017 年 1 月 23 日 

17 第 11 回「社会疫学と総合診療」コンソーシアム「あなたのまちの SDH(健康の社会的決定要因)ワー

クショップ  (健康の社会的決定要因)ワークショップ 神戸大学医学部附属地域医療活性化センタ

ー 2017 年 1 月 12 日 

18 メデイアと医療をつなぐ会 第 1 回メデイア制作者と医療者がつながる座談会 講演「健康格差とメ
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デイア」2017 年 1 月 11 日 

19 自由民主党国会議員 A 氏を囲む会でのレクチャー「健康格差社会を考える～健康無関心層へのアプロ

ーチ」東京都内 2016 年 12 月 16 日 

20 診療所活動交流集会 2016 講演「HPH のはじめの一歩～診療所活動で SDH の概念を生かす為に」山

梨県民医連 2016 年 11 月 19 日 

21 平成 28 年度第 2 回広島県市町村保健活動協議会保健師部会研修会講演「地域力による健康づくりと

その支援」国保会館 2016 年 11 月 14 日 

22 第 39 回近畿地区市町村保健師研修会特別講演 「公衆衛生における地域力の醸成」ホテルアバロー

ム紀の国 2016 年 11 月 8 日 

23 「社会環境整備による健康無関心層へのアプローチ」, 近藤尚己, 公益財団法人東京都福祉保健財団 

健康づくり事業推進指導者育成研修講演, 2016/10/12, 国内 
24 「笑いと健康 疫学研究が示す健康長寿の条件とは」, 近藤尚己, 日本医学ジャーナリスト協会 9 月

例会, 2016/9/30, 国内 
25 「健康寿命を延ばすために今後必要なこと－社会疫学の観点から」, 近藤尚己, 第 54 回 健康管理研

究協議会総会・基調講演, 2016/9/17, 国内 
26  プログラム委員、一般演題座長, 近藤尚己, 医療経済学会 第 11 回研究大会, 2016/9/3, 国内 
27 「人とのつながりと健康」, 近藤尚己, 第 2 回朝パッ君ネットワーク会議講演, 2016/8/5, 国内 
28 「運動嫌いを「動かす」には～社会疫学からの提案～」, 近藤尚己, 第 19 回日本運動疫学会学術総会・

基調講演, 2016/6/18, 国内 
29 「市民が無意識に健康になれるまちづくりに向けた部署間連携の進め方」, 近藤尚己, 市原市職員研

修, 2016/6/15, 国内 
30 「人を動かす"仕掛け“づくり(理論編)」, 近藤尚己, 第 9回東大 SPHサロン第 1部講演, 2016/6/11, 国

内 
31 「日本の健康格差：医療者は何をなすべきか」, 近藤尚己, ACPC(米国内科学会)日本支部年次総会

2016, 2016/6/5, 国内 
32 「健康格差対策と保健師活動」, 近藤尚己, 静岡県保健師資質向上研修会, 2016/4/25, 国内 
33 「地域の集いの場の効果」, 近藤尚己, 神戸市保健局 研修会講師, 2016/3/22, 国内 
34 「ヘルスプロモーション研究の課題･方法」, 近藤尚己, 日本 HPH 第 1 回コーディネーター･ワーク

ショップ講演, 2016/3/5, 国内 
35 「健康無関心層に向けた新しい保健活動」, 近藤尚己, 埼玉県市町村保健センター連絡協議会研修会

講演, 2016/2/19, 国内 
36 「つながりで心も体も元気になろう！」, 近藤尚己, 戸田市自治体基本条例フォーラム基調講演, 

2016/2/6, 国内 
37 「ソーシャル・キャピタル：理論編」, 近藤尚己, 一般社団法人日本家族計画協会講演, 2016/2/20, 国

内 
38 「人のつながりと健康」, 近藤尚己, いわき市平成 27 年度地域づくり講演会～地域で支え合い、元気

で長生き！基調講演, 2016/1/30, 国内 
39 「健康な地域社会のつくりかた～経済不況？高齢化？そして震災からの教訓」, 近藤尚己, 旭川医科

大学フロンテイア講座 第 2 回南宗谷地域医療研究会 特別講演, 2016/1/16, 国内 
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40 「公衆衛生におけるソーシャル・キャピタルの醸成」, 近藤尚己, 全国保健師長会北海道支部研修会, 
2015/12/5, 国内 

41 ソーシャル・キャピタルと保健師活動, 近藤尚己, 和歌山県御坊保健所管内保健師研修会（御坊市保

健所）, 2015/9/4, 国内 
42 「公衆衛生における地域力の醸成」及び「地域づくり保健活動」, 近藤尚己, 一般財団法人日本公衆

衛生協会及び宮城県 保健師等ブロック別研修会（北海道東北ブロック）（仙台）, 2015/9/3, 国内 
43 健康 21（第 2 次）の評価に向けて~健康格差の観点と地域診断, 近藤尚己, 全国保健師長会愛知県支

部研修会（名古屋市）, 2015/8/1, 国内 
44 人口減少社会とソーシャル・キャピタル, 近藤尚己, 第 55 回農村医学夏季大学講座（佐久総合病院））, 

2015/7/25, 国内 
45 ソーシャル・キャピタルを活用した健康づくり, 近藤尚己, 大船渡・釜石地区国保協議会研修会 大

船渡市, 2015/7/23, 国内 
46 今日からすすめる「つながり」健康法, 近藤尚己, 河内長野市いきいきまちづくりフォーラム 河内

長野市, 2015/7/5, 国内 
47 健康な地域社会の作り方, 近藤尚己, CIK~地域医療を語る会 講演 旭川医科大学, 2015/7/1, 国内 
48 健康寿命の格差縮小のためにできること, 近藤尚己, 平成 27 年度第 1 回健康づくり推進員研修 足

立区役所 庁舎ホール, 2015/6/8, 国内 
49 人のつながりと健康, 近藤尚己, ふじのくに健康寿命日本一推進県民会議 静岡県庁, 2015/2/27, 国

内 
50 健康格差社会にどう向き合うか～保健福祉行政に求められる役割, 近藤尚己, 大分県保健所調整研究

結果報告会基調講演 大分県庁舎 正庁ホール, 2015/2/6, 国内 
51 多職種の視点を生かした介護予防の取組み方・進め方, 近藤尚己, 灘区あんしんすこやかセンター（地

域包括支援センター）職員研修 灘区役所, 2015/2/2, 国内 
52 いのちの格差を乗りこえるシンポジウムｉn 山梨, 近藤尚己, 山梨県立大学大ホール, 2014/12/6, 国

内 
53 地域の集いの効果とは, 近藤尚己, 神戸市波多淡河地区まちづくりボランティア研修会 波多淡河

JA 会館, 2014/12/3, 国内 
54 今なぜ、ソーシャルキャピタルか？「ソーシャルキャピタルと地域の健康 地域づくりによる健康格

差対策の進め方, 近藤尚己, 健康づくり事業推進指導者養成研修 東京都健康プラザ ハイジア, 
2014/12/1, 国内 

55 医療現場で進める SDH アプローチ, 近藤尚己, 健康の社会的決定要因（SDH）セミナー 八重洲 AP
ホール, 2014/11/30, 国内 

56 公衆衛生における地域力の醸成, 近藤尚己, 平成２６年度全国保健師長研修会ホテルメトロポリタン

盛岡本館, 2014/11/21, 国内 
57 「健康なまち」のつくりかた, 近藤尚己, 第 19 回静岡健康・長寿学術フォーラム基調講演ふじのくに

千本松フォーラム「プラザヴェルデ」, 2014/11/8, 国内 
58 支えあいでつくる健康長寿・新潟市, 近藤尚己, 市民講座～「健康とくらしの調査」から見える地域

の健康度～ 新潟日報メディアシップ日報ホール, 2014/11/3, 国内 
59 生きデイでいつまでもいきいきと！～地域の集いの効果にせまる～, 近藤尚己, 神戸市健康推進委員

研修会 兵庫県農業会館大ホール, 2014/10/28, 国内 
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60 健康と暮らしの調査から見えてきたこと～健康いきいき御船町のために～, 近藤尚己, 御船町民生委

員定例会報告会基調講演 御船町文化交流センター, 2014/10/11, 国内 
61 地域分析の手法を学ぶ～地域の医療介護ニーズを把握するために～（ワークショップ主催）, 長谷田

真帆・小松裕和・近藤尚己, 東京都台東区（第 41 期保健予防・ヘルスプロモーション活動交流集会

2015）, 2015/9/13, 国内 
62 健康と暮らしの調査結果、災害に備えることは？, 細川陸也、尾島俊之, 東海市（千鳥健康交流の家

防災訓練）, 1905/7/8, 国内 
63 健康寿命の延伸を目指して～多職種協働の健康なまちづくり～, 尾島俊之, 気仙沼市, 1905/7/8, 国

内 
64 生活習慣病予防とソーシャルキャピタル, 菖蒲川由郷, 新潟大学公開講座ウオーキング指導者のため

のワークショップ Part2（新潟大学、新潟市）, 2016/11/12, 国内 
65 データから地域の課題を考える, 菖蒲川由郷、鈴木翼、太田亜里美、坪川トモ子、渡邉路子, 十日町

市介護予防ワークショップ（十日町市役所、十日町）, 2016/9/20, 国内 
66 NIIGATA HEART の紹介, 菖蒲川由郷, 新潟市保健市連各会議（新潟市保健所、新潟市）, 2016/8/31, 

国内 
67 ソーシャルキャピタルから考える地域住民の健康と多職種連携の有用性, 菖蒲川由郷, 在宅医療ネッ

トワーク情報交換会（ホテルラングウッド新潟、新潟市）, 2016/5/22, 国内 
68 長生きできる地域って!? 健康格差について考えよう, 菖蒲川由郷, 元気にいがた健康フォーラム

（ユニゾンプラザ、新潟市）, 2016/3/27, 国内 
69 「見える化」から「できる化」への挑戦 －新潟市 JAGES 2013 の活用－, 菖蒲川由郷、田代敦志、

太田亜里美、坪川トモ子、渡邉路子、鈴木翼、齋藤玲子, 新潟のソーシャルキャピタルを考える会 2016
（新潟大学医療人育成センター、新潟市）, 2016/2/6, 国内 

70 「見える化」から「できる化」へ ～データに基づく健康なまちづくり～, 菖蒲川 由郷、齋藤 玲

子、田代 敦志, 新潟市医師会地域医療研究助成発表会（有壬記念館、新潟市）, 2016/1/30, 国内 
71 地域の課題を考える, 菖蒲川由郷、田代敦志、太田亜里美、坪川トモ子、渡邉路子、鈴木翼, 地域診

断に基づく介護予防検討ワークショップ（新潟市役所、新潟市）, 2015/12/17・24, 国内 
72 データから見える地域の課題～JAGES2013 調査より～, 菖蒲川由郷, 医療連携研修会 2015（済生会

新潟第二病院）, 2015/6/1, 国内 
73 GIS（地理情報システム）を応用した健康なまちづくり ～新潟市高齢者調査より～, 菖蒲川由郷, 第

99 回在宅医療講座（ユニゾンプラザ、新潟市）, 2015/11/11, 国内 
74 Application of GIS to make city healthier, Yugo Shobugawa, JICA 都市計画研修会（ときめいと、

新潟市）, 2015/10/1, 国内 
75 JAGES2013 調査結果のご紹介 ＆ ”見える化ツール”活用のご提案, 菖蒲川由郷, 新潟市中央区保

健師連絡会議（南地域保健福祉センター、新潟市）, 2015/1/26, 国内 
76 あなたの地域は健康ですか？ ～健康とくらしの調査より～, 菖蒲川由郷, 市民講座「健康とくらし
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